
ふ
た
り
は
も
く
も
く
と

ロ
ク
ロ
の
軸じ

く

を
右み

ぎ

足あ
し

で
け
り
、

回か
い

転て
ん

に
あ
わ
せ
て

粘ね
ん

土ど

の
カ
タ
チ
を
と
と
の
え
て
い
ま
す
。

ア
ン
テ
ナ
み
た
い
な
指ゆ

び

さ
き
で

土つ
ち

の
き
も
ち
を
さ
ぐ
り
、
無む

心し
ん

に
な
っ
て
粘ね

ん

土ど

に

い
の
ち
を
ふ
き
こ
ん
で
い
き
ま
す
。

気き

が
ゆ
る
ん
で
手て

も
と
が
く
る
う
と
、

「
コ
ラ
、
ま
じ
め
に
や
ら
ん
か
」
と

粘ね
ん

土ど

に
し
か
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

坂さ
か

本も
と

さ
ん
一い

っ

家か

は
毎ま

い

年と
し

、

た
く
さ
ん
の
種し

ゅ

類る
い

の
食

し
ょ
っ

器き

を

こ
う
し
て
焼や

き
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

創そ
う

さ
ん
が
ロ
ク
ロ
を
と
つ
ぜ
ん
と
め
ま
し
た
。

「
ね
り
こ
み
が
た
り
な
い
粘ね

ん

土ど

は
、

焼や

い
て
も
わ
れ
や
す
く
て
、
元げ

ん

気き

が
な
い
ん
だ
」

そ
し
て
、
せ
っ
か
く
つ
く
り
か
け
た
器う

つ
わ
を
く
ず
す
と
、

も
う
い
ち
ど
土つ

ち

の
ね
り
こ
み
を
は
じ
め
ま
し
た
。

手て

心ご
こ
ろ

あ
れ
ば
土つ

ち

心ご
こ
ろ
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わたしは、
こんなふうに
もりつけた！

益子焼（ましこやき）
笠間焼（かさまやき）

志野焼・美濃焼・織部焼（しのやき・みのやき・おりべやき）

丹波立杭焼（たんばたちくいやき）

赤津焼・瀬戸焼（あかづやき・せとやき）
常滑焼（とこなめやき）

信楽焼（しがらきやき）
京焼・清水焼（きょうやき・きよみずやき）
赤膚焼（あかはだやき）

萬古焼（ばんこやき）
伊賀焼（いがやき）

会津本郷焼（あいづほんごうやき）

箱館焼き（はこだてやき）

大堀相馬焼（おおぼりそうまやき）

小久慈焼（こくじやき）

大谷焼（おおたにやき）

壺屋焼（つぼややき） 薩摩焼（さつまやき）

砥部焼（とべやき）

有田焼・伊万里焼（ありたやき・いまりやき）

小鹿田焼（おんたやき）
小石原焼・高取焼（こいしわら・たかとりやき）

唐津焼（からつやき）

波佐見焼（はさみやき）
三河内焼（みかわちやき）

天草陶磁器（あまくさとうじき）
小代焼（しょうだいやき）

越前焼（えちぜんやき）

出石焼（いずしやき）

九谷焼（くたにやき）

備前焼（びぜんやき）
石見焼（いわみやき）

渋草焼（しぶくさやき）

萩焼（はぎやき）
上野焼（あがのやき）

無名異焼（むみょういやき）

津軽焼 (つがるやき）

文
と
写
真

瀬
戸
山 

玄
（
せ
と
や
ま 

ふ
か
し
）

1
9
5
3
年
鹿
児
島
県
市
来
町
生
ま
れ
。早
稲

田
大
学
第
一
文
学
部
卒
業
。W

O
RK
SH
O
P

写

真
学
校
・
荒
木
経
惟
教
室
に
入
塾
後
、

1
9
7
8
年
に
入
社
の
映
像
制
作
会
社
を
経
て

フ
リ
ー
。2
0
0
0
年
か
ら
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ス

ト
・
記
録
家
と
し
て
文
筆
、写
真
、映
像
を
駆
使

し
た
活
動
を
開
始
。技
術
の
伝
承
と
領
域
横
断

の
新
し
い
道
を
探
る
。岐
阜
現
代
陶
芸
美
術
館

で
の
展
示
映
像
制
作
を
ふ
く
む
ロ
ド
チ
ェ
ン
コ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
03
年
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
審
査

委
員
長
特
別
賞
受
賞
。著
書
に『
東
京
ゴ
ミ
袋
』

（
ち
く
ま
文
庫
）、『
野
菜
の
時
代
』（
N
H
K
出
版
）、

『
里
海
に
暮
ら
す
』『
東
北
の
生
命
力
』（
岩
波
書

店
）、『
丹
精
で
繁
盛
』（
筑
摩
新
書
）、『
世
の
な

か
食
の
な
か
』（
ア
ノ
ニ
マ
ス
タ
ジ
オ
）、『
狙
撃
手
、

前
へ
！

―
あ
る
父
島
移
民
の
戦
争
』（
岩
波
書

店
）な
ど
多
数
。

編
集
協
力

日
田
市
観
光
協
会

黒
木
陽
介（
日
田
市
観
光
協
会
）

佐
々
木
美
徳
、佐
々
木
靖
子（
日
田
駅
前「
寳
屋
」）

日
田
市
文
化
財
保
護
課

日
本
民
藝
協
会

高
村
真
志（
高
村
木
材
）

宇
野
昇
平（
中
目
黒
S
M
L
）

m
i
n
o
k
a
m
o（
長
尾
明
子
）

伝
統
工
芸
の
名
人
に
会
い
に
行
く
❶

や
き
も
の  

お
ん
た
焼
き（
大
分
県
日
田
市
）

発
行
　
2
0
1
9
年
11
月
30
日  

第
１
刷
発
行

文
と
写
真
・
挿
画
　
瀬
戸
山 

玄

企
画
編
集
　
栗
山
淳
編
集
室

装
丁
・
デ
ザ
イ
ン
　
大
串
幸
子

発
行
者
　
岩
崎
弘
明

発
行
所
　
株
式
会
社 

岩
崎
書
店

〒
一
一
二
‐
〇
〇
〇
五  

東
京
都
文
京
区
水
道
一
‐
九
‐
二

電
話
　03

（3812

）9131

（
営
業
）

　
　
　03

（3813

）5526

（
編
集
）

　
　
　
振
替 0

0170-5
-96822

印
刷
所
　
株
式
会
社 

東
京
印
書
館

製
本
所
　
大
村
製
本 

株
式
会
社

本
書
の
コ
ピ
ー
、ス
キ
ャ
ン
、デ
ジ
タ
ル
化
等
の
無
断
複
製
は
著
作

権
法
上
で
の
例
外
を
除
き
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。本
書
を
代
行

業
者
等
の
第
三
者
に
依
頼
し
て
ス
キ
ャ
ン
や
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ

と
は
、た
と
え
個
人
や
家
庭
内
で
の
利
用
で
あ
っ
て
も
一
切
認
め

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

©
Fukashi Setoyam

a  2019

ISBN
978

-4
-265

-08721
-1  N

D
C
000

48
頁  22

×29 cm

全ぜ
ん

国こ
く

の
窯か

ま

元も
と
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